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中尾 1966 
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中尾1967 



（中尾1967） 

多年生の一年生化 

＊ イネ、コドラ、ハトムギは湿地の多年生植物 



中尾1967 



アフリカとインドのサバンナにおけるイネ科種子の利用 多年生

祖先（野生） 栽培 祖先（野生） 栽培
S. bicolor var.verticlliflorum Sorghum bicolor Sorghum bicolor
Sorghum halepense Sorghum halepense
Eleusine var. africana Eleusine coracana Eleusine coracana
Eleusine tocussa

Eragrostis abyssinica
P. violaceum Pennisetum americanum Pennisetum americanum

Oryza glaberrima O. rufipogon Oryza sativa

Digitaria exilis wild Digitaria curusiata
Digitaria iburua D. sanginalis ssp. aegyptica Digitaria sanginalis
Brachiaria deflexa wild Brachiaria ramosa
Phalaris canariensis
Panicum maximum P.sumatrense ssp.psilopodium Panicum sumatrense

Panicum turgidum P. miliaceum ssp. ruderale Panicum miliaceum
Panicum stagninum S. italica　var. vilidis Setaria italica
Panicum lacturm wild Setaria pumila

S. pallide-fusca
E. colona Echinochroa flumentacea
wild Paspalum scrobiculatum
C. lacryma-jobi var.acryma-jobi Coix lacryma-jobi var.mayuen

中尾（1967）、Kimata(2016)ほかよりまとめる

アフリカ大陸 インド亜大陸



キビ・アワなど 

中尾1967 

モロコシ、シコクビエ、
トウジンビエ 

ヒエ 

ハト
ムギ 

ステップ 



農耕/言語
伝播仮説 

アフリカからのモロコシの
伝播 



語族の分布と穀物の起源と伝播ルート 



雑穀の地理的起源地  

地理的起源地 一般的和名

アフリカ大陸 フォニオ、ブラックフォニオ、アニマルフォニオ、テフ

シコクビエ、トウジンビエ、モロコシ

ユーラシア大陸

　中部アジア キビ、アワ

　東アジア ヒエ、タイワンアブラススキ(絶滅危惧)

　南西中国 ソバ、ダッタンソバ

　東南アジア ハトムギ

　インド亜大陸 コルネ、コラティ、ライシャン
インドビエ、サマイ、コドミレット

マナグラス（絶滅）

北アメリカ大陸 サウイ（絶滅危惧）

センニンコク、ヒモゲイトウ、キノア

南アメリカ大陸 マンゴ(絶滅危惧)

センニンコク、ヒモゲイトウ、キヌア

、キヌア 



アフリカ起源の穀物 

モロコシ 

シコクビエ 

トウジンビエ 



東アジアへの農耕文化の伝播 

旧石器時代 

縄文文化時代 

弥生文化時代 

前農耕 

半栽培 

栽培段階 

ヒエ 

中尾1967 





日本から中国、インド、アフリカへ 

• 日本からアフリカに向けて、アフリカ起源の栽培植
物と料理の伝播を探ってみたい。たとえば、アフリ
カからインド、中国を経て、日本にまで伝播した雑
穀には、シコクビエとモロコシがある。この2種はと
もに、トウジンビエと並んで、現在のアフリカのサバ
ンナ、半乾燥地域では重要な穀物である。 
 

• シコクビエの料理ウガリはインドではムッダ、日本
ではオネリと呼ばれている。ソバのオネリは、ソバ
ガキとも呼ばれている。ソバガキはアフリカの料理
法であった。モロコシはタカキビとも呼ばれ、これ
の料理キビ団子は桃太郎さんの大好きなキビ団
子であったかもしれない。 



アフリカの穀物調理の伝播

料理 アフリカ インド 日本

モロコシ

kwon・ウガリ・サガボ（オネ
リ）、ファー（コナガユ・オネ
リ）・フウフウ（ダンゴ・モ
チ）、チャパロ・ドロー・talla・
kongo・ダーム（ビール）

bhat（メシ）、upuma、roti（パ
ン）、vada（揚げパン）、
dosa、idoli、mudde（オネ
リ）、ganji（コナガユ）

モチ、メシ混炊、マ
ンジュウ、ダンゴ

シコクビエ
talla・busaa（ビール）、uji（カ
ユ）、ugali（オネリ、ダンゴ）

bhat、upuma、roti（パン）、
vada（揚げパン）、dosa、
idoli、mudde（オネリ）、ganji
（コナガユ）、chang麹酒

オネリ（そばがき）、
ダンゴ、モチ、マン
ジュウ

トウジンビエ

to、pat、kurupakurupa、ウガ
リ・シマ（オネリ）、donu（だ
んごを牛乳・ヨーグルトに溶
かした飲み物）、重湯、koko
（カユ）、チャパロ、ドロー
（ビール）、パン

bhat（メシ）、upuma、roti、、
mudde、ganji

ない

テフ インジェラ ない ない
フォニオ コナガユ、クスクス ない ない
国際農林業協働協会（2009）、中尾（1972）、阪本（1988）、木俣（1990）、Riley et al.(1993)



木俣  ソトコト付録 



生産 消費 廃棄 

自給、贈答 商品 

輸出・輸入 

税、給料 

戦略物資 

生きる糧 

地域社会 国内 海外 

主要穀物市場 生物文化多様性 

最
終
処
分 

有機肥料循環 

雑穀 
パンコムギ、イネ、
トウモロコシ 

在来種子 

農山漁村 

都市 

売買する商品 

販売種子 

移出・移入 

貿易品 

律令制、石高制、税制 

家族 



左; コートジボアール

共和国北部のモロコシ
畑、右; トウジンビエと
モロコシ （Tingrera, 
Cote Divoire）。 

ガーナ共和国北部ナブロンゴの
トウジンビエ畑（ボルガタンガ西
20km、Ghana）。 
 
小西司さん写真提供（1989） 



ニジェール河の水田から、
モプティの町を見る（マリ
共和国） 

穀物貯蔵庫、キビ？（モロ
コシ）が穂のまま入ってい
る（Koro, Mali）。 
 
 
 
     小西司さん提供 



国際半乾燥地熱帯作物研究所 



モロコシの品種改良 



左上; モロコシの脱穀、左中; 製粉工程、①臼・

杵で搗く、②篩で籾殻と粉を分ける、③籾殻は水
の中へ（Korianza, Mali）。左下; ガーナ共和国科
学調査局の展示、トウジンビエとモロコシ。                  
                     小西司さん提供 

石臼でトウガラ
シをすりつぶす。 



ガーナの加工調理道具 



テフとフォニオ 



モロッコのクスクス 



シコクビエの品種改良、食品開発 



インド雑穀改良計画との共同研究 

雑穀の収穫、インド シコクビエの畑、日本 

インドの研究責任者、農家、雑穀の考古学者 共同研究ティームメンバーの一部 



インドのシコクビエ 

ムッダおねり、 ガンジーかゆ、ワダ揚げ物 

苗床と田植 



中央アジアの雑穀 

穀粒モロコシ、サトウモロコシ、ホウ
キモロコシなど多様な品種がある 

トウジンビエ（ガーナ産、
東京で栽培） 



（中尾 1967） 

日本におけるシコクビエの地方名（佐藤1998）
地域 地方名

新潟県
伊賀稗、四国稗、鬼稗、三角稗、ニギリコ
ウ稗

石川県 鴨足・カマシ
群馬県 朝鮮稗、三ツ股稗、シロ稗、ヒエ
栃木県 大坂稗、三ツ股、足稗
東京都 朝鮮稗

神奈川県
朝鮮稗、エゾ稗、弘法稗、三ツ股稗、ゴゼ
ン稗、ヒエ

山梨県
カラ稗、朝鮮稗、エゾ稗、佐渡稗、弘法
稗、鷹ノ爪、竜ノ爪、赤稗、ヒエ

静岡県 朝鮮稗、弘法稗、弘法黍、弘法

長野県 朝鮮稗、四国稗、弘法稗、股稗、サンマタ

富山県 股稗、団子稗

福井県
サンド稗、股稗、三ツ股稗、鴨足・カマシ、
鴨手、鳥足、菅笠、スゲ稗、裸稗、芯切
り、シンショウ稗、

岐阜県

オランダ稗、オラシャ稗、カラ稗、朝鮮稗、
朝鮮黍、エゾ稗、駿河稗、四国稗、弘法
稗、太閤稗、股稗、三ツ股稗、八ツ股、鴨
稗、鳥足稗、スゲ稗、千石稗、河原稗、シ
ンショウナオシ、団子稗、子育て

愛知県
カラ稗、朝鮮稗、朝鮮黍、弘法稗、テンコ
稗

和歌山県 ヒエ
滋賀県 股稗
奈良県 エゾ稗、江戸稗、四国稗、四石稗
兵庫県 四国稗、ヒエ
高知県 ヒジリ、股稗、八ツ股、ヤチマタ、ヒエ

徳島県
股稗、八ツ股、スゲ稗、山稗、団子稗、モ
チ稗、ヒエ

愛媛県 枝稗
広島県 弘法
鳥取県 弘法稗、八石稗、ヒエ
大分県 江戸稗
熊本県 江戸稗、小股稗



山梨県小菅村の雑穀栽培見本園 



図11.1 世界とインドにおける雑穀・モロコシの栽培
面積（ha）FAO統計より2016 
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1950年世界農林業センサス・市町村別統計表
穀物
都道府県 農家戸数 面積　町 農家戸数 面積　町 農家戸数 面積　町 農家戸数 面積　町 農家戸数 面積　町 農家戸数 面積　町 農家戸数 面積　町 農家戸数 面積　町
1北海道 15677 1177.17 2827 245.8 63951 15092.44 36073 8008.47 103 13.17 0 0 57 11.25 68731 19865.54
2青森 33663 3200.75 2199 99.92 6513 199.55 26536 590.66 33 1.98 0 0 53 2.19 34199 593.38
3岩手 51299 3883.74 9310 154.25 17824 443.17 56474 14064.67 83 13.41 12 0.43 84 2.72 46519 3608.67
4宮城 9659 275.57 8869 118.41 5004 126.91 612 30.48 2 0.01 16 0.31 34 1.24 12309 523.44
5秋田 10503 598.04 534 6.28 3421 42.77 1258 71.04 5 0.10 0 0 54 0.72 19213 721.09
6山形 11778 287.16 10592 111.21 6750 97.55 804 40.77 0 0 0 0 132 2.73 37029 1300.69
7福島 55758 1981.10 25112 384.89 11839 283.71 4147 171.08 57 1.45 0 0 232 4.88 36362 832.06
8茨城 97420 3118.02 35263 735.81 3219 53.4 953 30.78 36 0.62 3 0.66 329 9.55 84207 3902.64
9栃木 22321 628.56 5362 78.49 2994 79.95 13107 1332.00 55 2.67 16 0.45 495 12.39 48580 2249.58
10群馬 24284 1367.33 9277 181.82 13816 446.75 8648 507.90 2352 63.40 0 0 150 2.84 27137 1152.44
11埼玉 47298 1006.55 33942 489.28 9085 204.23 610 18.03 14 0.46 2 0.03 204 4.23 29737 644.17
12千葉 59641 1359.93 31219 442.58 14236 281.38 343 6.71 77 0.68 0 0 154 3.49 51811 517.56
13東京 30230 1104.51 10905 165.81 8711 256.33 442 9.07 74 1.51 0 0 89 1.77 8611 179.44
14神奈川 58076 2121.21 5467 126.72 2559 59.31 428 12.28 48 1.27 34 0.80 28 0.47 12831 435.41
15新潟 28907 985.89 7499 79.46 15598 183.89 6306 251..28 816 27.13 0 0 344 13.62 77610 2419.31
16富山 9577 167.11 364 1.30 4594 34.39 1458 26.98 2 0.13 0 0.00 60 1.37 17460 453.92
17石川 13134 155.70 9588 70.17 16810 124.80 1783 46.39 18 0.19 0 0.00 35 0.37 22900 404.06
18福井 19832 275.65 1765 11.90 14091 123.84 2486 91.75 15 0.10 0 0.00 40 0.39 32944 623.24
19山梨 24191 668.50 6655 122.62 31116 1194.91 1990 62.25 201 2.02 218 4.09 242 4.60 21931 556.27
20長野 112827 4210.12 18535 287.71 43920 1079.37 15727 765.71 335 9.97 295 4.91 187 2.36 59264 2687.43
21岐阜 44966 736.33 16764 175.84 36633 511.85 12938 614.04 1875 26.46 0 0.00 212 2.21 24292 351.99
22静岡 49604 1116.04 13801 145.98 27035 437.15 3176 115.74 459 15.36 64 1.47 157 2.80 67856 1478.65
23愛知 43210 803.32 10825 99.54 43041 738.74 2051 49.72 11 0.06 81 0.80 88 2.11 32434 474.43
24三重 20306 244.88 5659 30.63 6328 59.35 65 0.61 0 0 0 0 72 1.21 17290 278..04
25滋賀 4025 46.70 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
26京都 10020 139.05 756 9.00 5877 55.29 55 0.36 10 0.08 3 0.02 47 0.73 6445 95.48
27大阪 141 2.69 23 0.18 418 2.26 3 0.04 0 0 0 0 0 0 16 0.29
28兵庫 12016 159.27 865 5.75 4760 38.99 97 1.20 94 0.54 0 0 54 0.62 6168 113.02
29奈良 11692 142.50 2462 18.45 5820 64.61 221 2.84 231 2.30 0 0 9 0.17 1430 17.17
30和歌山 5120 40.28 348 1.66 4167 29.79 23 0.12 0 0 0 0 10 0.05 3218 27.94
31鳥取 12770 224.61 423 3.79 2050 1768.00 114 1.86 0 0 0 0 3 0.69 4279 94.69
32島根 25956 433.16 5981 69.50 12579 138.45 163 1.95 1 0.01 27 0.34 54 1.08 28293 438.73
33岡山 27767 674.76 6767 145.61 28233 592.22 169 2.02 1 0.02 7 0.08 158 2.66 29858 857.00
34広島 47148 652.46 5479 76.55 44383 712.88 515 5.64 12 0.08 26 0.16 206 1.84 41205 675.95
35山口 15676 239.16 2821 54.19 14462 182.34 103 1.25 4 0.02 6 0.18 67 1.23 33851 997.04
36徳島 25479 526.93 8901 150.42 15156 255.25 692 31.16 7 0.58 23 0.34 31 0.84 17815 819.96
37香川 4865 92.85 1135 16.34 8608 247.90 10 0.19 0 0 49 0.72 16 0.27 7429 156.30
38愛媛 29155 495.03 6852 67.58 18517 370.96 222 13.76 4 0.08 2 0.03 44 0.78 12390 271.19
39高知 2946 51.34 2615 34.11 3888 39.40 1061 89.69 66 8.34 4 0.04 23 0.86 15528 1153.77
40福岡 23968 712.05 553 4.21 2336 37.43 91 1.31 3 0.03 0 0.00 57 1.08 17142 45879.00
41佐賀 15177 255.80 0 0.00 0 0.00 1 0.01 0 0.00 0 0.00 18 0.32 14073 259.18
42長崎 49915 2577.30 268 3.59 2975 41.99 60 0.91 8 0.12 8 0.15 55 0.92 37273 947.64
43熊本 100774 9486.89 744 18.85 10730 320.47 746 74.21 60 4.15 12 0.42 48 2.11 29158 1781.79
44大分 37445 961.64 349 4.39 5585 97.12 136 2.51 4 0.04 1 0.05 122 1.66 24076 556.11
45宮崎 44518 1960.98 2053 16.74 3277 57.00 639 42.24 0 0.00 2 0.05 54 2.66 76552 4411.43
46鹿児島 205626 14835.23 645 7.54 13154 322.13 38 0.91 0 0.00 0 0.00 65 2.73 162002 9392.61
Total 1606360 66183.86 332373 5074.87 616063 27530.22 203574 26941.31 7176 198.54 911 16.53 4673 114.81 1459458 114921.70

はとむぎ そばあわ もろこし きび ひえ しこくびえ とうじんびえ



戦時と現在の農作物作付面積　　　
年次 稲 麦類 甘藷 馬鈴薯 雑穀 豆類 野菜 果樹 工芸作物 緑肥作物 飼料作物 桑 仮総計

1941 3182 1793 311 181 258 518 444 137 307 506 84 494 8254
1942 3164 1913 323 194 252 503 444 141 284 518 99 413 8284
1943 3110 1813 328 205 259 490 433 124 186 459 113 364 7920
1944 2979 1892 310 207 244 427 414 115 149 434 111 305 7617
1945 2894 1725 404 215 236 382 398 103 127 337 112 242 7201

ソバ 茶

2016 1479 275.9 36 6.6 150 219.8 43.1
改定日本農業基礎統計1977、農林統計協会 仮総計には茶・その他が含まれていない 農林水産省統計データ2018
単位：千町歩、千ヘクタール 町歩＝0.9917ヘクタール

1082

戦時の最大作付面積に対する現在の比率:  人口比  1.77倍 
稲      約  46.5%  
麦類      14.4 
甘藷                    8.9   
雑穀                    0.1 
豆類                  29.0 

日本の人口増減の比較
西暦 人口 増減％ 備考

1940 73075071 5.5
1945 71998104 -1.5 戦死
1950 83199637 15.6 ベビーブーム

2010 128057352 0.2
2015 127094745 -0.8 自然減



日本の雑穀類 

石川県白峰の出作り小屋とモロコシ畑、山梨県
小菅村のモロコシ下垂性品種、奈良県大塔村の
アワ、ヒエ、シコクビエ、モロコシ 



日本のモロコシのモチ、シコクビエの
マンジュウ、モチ 

上左；モロコシ、
上右;モロコシ

の餅つき。下
左；シコクビエ
のマンジュウ、
下右;モチ 



日本の雑穀農耕文化 

北海道平取町二風谷、アワ、キビ、ヒエ、モロコシの栽培 



シコクビエとモロコシ団子 

群馬県六合村のシコクビエの
団子、岩手県遠野市のモロコ
シのうきうき団子、岩手県軽米
町のモロコシのへっちょこ団子 



ソバガキ 
東京都深大寺門前そば屋街 



雑穀の伝統的なおやつ 

キビ アワ 

モロコシ 
シコク
ビエ 



アフリカ起源の主な栽培植物
和名 学名 起源地

穀類 モロコシ Sorghum bicolor アフリカ
シコクビエ Eleusine coracana 東アフリカ
テフ Eragrostis abyssinica エチオピア
トウジンビエ Pennisetum americanum 西アフリカ
アフリカイネ Oryza glaberrima 西アフリカ
フォニオ Digitaria exilis 西アフリカ
ブラックフォニオ Digitaria iburua 西アフリカ
アニマルフォニオ Brachiaria deflexa 西アフリカ
カナリアグラス Phalaris canariensis アフリカ

飼料 ギニアキビ Panicum maximum アフリカ
豆類 ササゲ Vigna sinensis アフリカ

バンバラマメ Voandzeia subterranea 西アフリカ
キマメ Cajanus cajan 北アフリカ
ゼオカルパマメ Kerstingiella geocarpa ニジェール

根茎類 ホワイトギネアヤム他4種 Dioscorea rctundata 西アフリカ
リビングストンポテト Plectranthus esculentus アフリカ

油料作物 アブラヤシ Elaeis guineensis アフリカ
ニゲル、ヌグ、ニガーシードGuizotia abyssinica アフリカ
エミエミ、シーアバター Butyrospermum parkii アフリカ
ゴマ Sesamum indicum アフリカ
ベニバナ Cartrhamus tinctorius アフリカ？
ヒマ、トウゴマ Ricinus communis アフリカ

野菜・果実 オクラ Abelmoschus esculentus アフリカ？
スイカ Citrullus lanatus アフリカ

マクワウリ Cucumis melo ニジェール

アキー、ムクロジ科 Blighia sapida ギニア
ローゼル Hibiscus sabdariffa 西アフリカ
アビシニアバショウ Ensete ventricosum エチオピア
フルーテッドゴート、ウリ科 Telfairia occidentalis 西アフリカ
オイスターナット Telfairia pedata 東アフリカ
ユウガオ Lagenaria vulgaris アフリカ
タマリンド Tamarindus indica アフリカ

嗜好作物 コーヒー Coffea arabica エチオピア
コンゴコーヒー Coffea robusta 中央アフリカ
コーラ Cola nitida 西アフリカ

J.R.Harran　1979中尾1967ほか



ササゲVigna sinensis （Vigna ungiculata） 

• Cawpea、西・中央
アフリカ起源 

• ハタササゲ、ジュウ
ロクササゲ 

• 煮豆、あん、みそ、
めしに混ぜる。若
いさやも食べる。 

柊野ササゲ 



ナイル河上流起源のキマメCajanus cajan L. 

食用、薬用、飼料 



ヒョウタン（ユウガオ）Lagenaria vulgaris 

福井県三方町の鳥浜遺
跡貝塚からは5000BPの

地層から種子が出てい
る。縄文時代から栽培
があった。容器、干瓢、
新潟から東北地方で栽
培。 

インド、中国経由で日本
に来た。 

雑穀農耕文化、シコク
ビエ、ヒエ、アワ、キビ、
マメ類、ユウガオ、マク
ワウリなどが伝播した。 



オクラ 

• オクラもアフリカから伝わった。Hybiscus 
esculentus （Abelmoschus esculentus） 



Hybiscus 

• H. esculentus （Abelmoschus esculentus） オ
クラ、乾燥野菜 

• H. subdariffa ロゼーレ、インド、台湾まで伝播、
蔬菜・乾燥野菜 

• H. cannabinus ケナフ繊維用 

• 種子の食用化、ダウダワ味噌のような発酵品 

 

文献：タキイ種苗編2002、都道府県別地方野菜
大全、農山漁村文化協会。 



スイカCitrullus lanatus 

• スイカもアフリカで栽培化されて、日本に伝わ
り、夏の果物として、なくてはならないものに
なっている。弥生文化末期にはあった。 



マクワウリ（メロン）Cucumis melo L. 

アフリカのニジェール河
沿岸が原産、中央アジア
で品種分化が進み、中
国華北で東洋型マクワウ
リ、緑色系の品種、東
北・北海道、が成立した。
弥生前中期にイネと同じ
経路で渡来した。雑草メ
ロンは各地に生育。 



タマリンドTamarindus indica L. 

果肉は酸味があり、生
食、カレーや魚肉ピック
ルスに入れる。ジャムの
ように加工、蒸してみそ
のようにして食用、清涼
飲料にもする。 

熱帯アフリカの常緑高木 



コーヒーCoffea arabica L. 

• コーヒーはエチオピア起源で、日本でもよく飲
まれている。 

 

• 他に、C. robusta インスタントコーヒー。 

C. liberica   

 



コーヒーの白い花、赤い果実と加工工程 
東京学芸大学の温室では毎年花が咲き、実ります。赤い皮と黄色の皮を2

枚むくと生のコーヒー豆になります。これを焙煎して、挽き粉にし、お湯で抽
出するとコーヒーが出来上がります。 



Cola コラノキCola nitida 

常緑高木、種子コーラナッ
ツ。コーラの原料。 
 
他に、C. acuminata ヒメ
コーラがある。 



その他の栽培植物 
• ヒマ： Ricinus communis L.  

ひまし油薬用下剤、化粧品、 

潤滑油 

 

• ニガーシード（ヌグ）： Guizotia abyssinica 

  油をとるが、エチオピアでは種子を蜂蜜と混ぜ
て、ケーキにする。 

• アブラヤシ： Elaeis guineensis  

  パームオイルをとる。 

 



上; キャッサバ畑に後ろで、焼畑を
行っている。 
中; 海岸部の焼畑ではキャッサバを
栽培する。 
下; ジャングルを焼いた後。 
 

キャッサバは熱帯アメリカ起源である
が、アフリカでもよく栽培されている。 

ヤマイモの仲間ヤムイモ各種はアフ
リカの熱帯雨林で活用されている。 
 
            小西司さん提供 



左上; カカオの畑、左下;カ
カオの実。 
 

下； 日本のチョコレート。
チョコレートの栽培起源は
中央アメリカだが、アフリカ
で多く生産されている。 
 
小西司さん提供 
 





イギリスのキューガーデンズ 

上はイネ科庭園の種まく人像、下は
植物と人々のための博物館No.１ 



事務所連絡先： 
非営利活動法人 自然文化誌研究会 
〒409-0211 山梨県北都留郡小菅村3337-2 
e-メール：npo-inch@wine.plala.or.jp 
電話：090-3334-5328 

公式ホームページ： 
雑穀街道 
http://www.milletimplic.net/milletsworld/millstr.html/ 
自然文化誌研究会 http://www2.plala.or.jp/npo-inch/ 
植物と人々の博物館 http://www.ppmusee.org/ 
 

木俣美樹男 メール： kibi20kijin@yahoo.co.jp 
個人ホームページ：生き物の文明への黙示録 

http://www.milletimplic.net/ 

http://www.milletimplic.net/milletsworld/millstr.html/
http://www2.plala.or.jp/npo-inch/
http://www2.plala.or.jp/npo-inch/
http://www2.plala.or.jp/npo-inch/
http://www.ppmusee.org/
mailto:kibi20kijin@yahoo.co.jp
http://www.milletimplic.net/
http://www.milletimplic.net/
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Thank you for your kind attention 

TM  Mikio Katsunbou Kimata 


